
新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
７

７
３

回
 

平
治
宿
内
外

平
治
宿
内
外

平
治
宿
内
外

平
治
宿
内
外
にに にに
物
品
棚

物
品
棚

物
品
棚

物
品
棚
とと とと
靴
置

靴
置

靴
置

靴
置
きき きき
棚
設
置
作
業
他

棚
設
置
作
業
他

棚
設
置
作
業
他

棚
設
置
作
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他
    

 
 

 
 

 
 
 

    

◇
 
実

施
日

 
平

成
２

６
年

０
７

月
２

０
日
( 日

)  
晴

後
曇

夕
方

一
時

雨
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

２
１

日
( 月

）
 
晴

時
々

曇
 
 
 

◇
 
参

加
者

 
川

島
功

、
児

嶋
道

夫
、

前
田

正
、

田
中

稔
昭

(
１

泊
２

日
)
 

斉
藤

基
樹

・
知

子
夫

妻
(
N
H
K
記

者
）
、

 

新
翔

高
校

・
野

間
清

先
生

と
生

徒
(
柏

大
幸

君
、

山
口

裕
也

君
、

田
中

稜
悟

君
)
、

沖
﨑

吉
信

、
生

熊
敏

男
、

畑
林

清
子

、
大

江
加

予
子

、
 

湯
川

一
郎

、
青

木
宏

充
（

２
０

日
帰

り
；
１

２
名

）
 

総
勢

１
６

名
。
 

 下
北

山
村

役
場

駐
車

場
で

斉
藤

夫
妻

、
白

谷
ト

ン
ネ

ル
東

口
で

青
木

さ
ん

と
合

流
し

白
谷

林
道

ゲ
ー

ト
へ

。
 

 
池

郷
林

道
は

未
だ

安
全

に
通

行
で

き
な

い
の

で
、

今
回

も
白

谷
林

道
ゲ

ー

ト
前

で
集

合
と

な
っ

た
。

当
初

は
４

～
５

名
の

参
加

予
定

者
で

あ
っ

た
が

、

当
日

近
く

に
な

り
急

に
人

数
が

増
え

総
勢

１
６

名
の

大
勢

と
な

り
、

物
資

の

荷
揚

げ
な

ど
大

変
助

か
る

人
数

と
な

っ
た

。
 

 
ゲ

ー
ト

前
の

栃
の

木
の

あ
る

広
場

で
朝

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
。

Ｎ
Ｈ

Ｋ
記

者

斉
藤

さ
ん

夫
人

は
今

回
初

参
加

。
新

翔
高

校
か

ら
は

今
回

も
参

加
頂

け
た

。
 

斉
藤

記
者

が
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
の

活
動

を
取

材
し

、
先

日
和

歌
山

放
送

局
で

放

映
さ

れ
た

番
組

を
見

た
野

間
先

生
は

、
同

校
の

先
輩

に
当

た
る

沖
崎

さ
ん

に

気
付

き
、

そ
れ

を
契

機
に

生
徒

の
見

聞
を

広
げ

る
た

め
誘

っ
て

参
加

頂
い

て

い
る

と
の

こ
と

。
生

徒
の

柏
君

は
３

度
目

の
参

加
。

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

が

今
後

も
継

続
し

て
行

く
に

は
、
こ

の
よ

う
な

新
た

な
若

い
人

達
に

認
知

さ
れ

、

協
力

頂
け

る
こ

と
が

大
変

重
要

だ
と

思
う

。
 
 

0
8
:5
0
ゲ

ー
ト

を
出

発
、
持

経
宿

ま
で

の
林

道
の

状
態

は
良

好
で

、
0
9
:3
0

持
経

宿
に

到
着

。
資

材
( ア

ル
ミ

脚
立
・
ブ

ロ
ッ

ク
４

個
な

ど
) ・

大
工

道
具

・

食
料

な
ど

を
手
分

け
し

荷
作

り
す

る
間

に
、

沖
崎

さ
ん
差

し
入

れ
の

未
だ
値

の
高

い
ハ
ウ
ス

ミ
カ

ン
が
配

ら
れ

る
、
冷

え
て

い
て
美
味

い
。
 

平
治

宿
へ

出
発

し
千

年
檜
祠

で
、

生
熊

さ
ん
導
師

に
参

加
者

の
峰

中
安

全

と
玉
岡

さ
ん

の
病

気
平
癒

を
願

っ
て
般

若
心

経
を
皆

で
唱

和
。
 

 
 

 
持

経
宿

出
発

の
新

翔
高

校
の

皆
さ

ん
 

 
千

年
檜

祠
で

峰
中

安
全

の
勤

行
 

1
1
:0
0

平
治

宿
着

、
先
ず

は
青

木
さ

ん
と

新
翔

高
校

の
生

徒
諸

君
に
水
汲

み
に

行
っ

て
貰

う
。

生
熊

さ
ん

に
は

、
水

場
径

の
支

谷
に

下
り

る
ア

ル
ミ
梯

子
段

下
の
桟

木
が
外

れ
て

下
り
づ

ら
く
補
修

し
て

も
ら

う
。

 

そ
の

間
、
小
屋
内
梁
上

に
在

る
棚
用

の
材

木
を
降
ろ
す

者
。
コ

ー
ヒ

ー
沸

し
の
焚

き
火

を
燃
や
す

者
。
児

嶋
・
湯

川
さ

ん
は

、
囲
炉
裏

に
土

を
入

れ
る

。

そ
の

後
児

嶋
さ

ん
は

、
耐
火
煉
瓦

を
積
み
直

し
、

ロ
ケ

ッ
ト
ス

ト
ー

ブ
及
び



煙
突

を
追

加
延
長

し
て
本
設
置

に
取

組
ん

で
下

さ
る

。
棚

の
形

と
寸
法

の
下

打
合
せ

を
す

る
者

な
ど

に
分

か
れ

て
、

こ
と

は
進
む

。
 

水
汲
み

と
段
差

の
補
修

を
終

え
て
戻

っ
た

時
点

で
昼

食
と
す

る
。

 

 
 

歓
談

し
な

が
ら

昼
食

 
 

 
 

 
 

 
 

参
加

者
の

記
念

撮
影

 

 
1
2
:4
0
各
自

持
参

の
昼

食
を

取
り
終
わ

っ
た

後
、
引

続
き
ス

ト
ー

ブ
設
置

の
児

嶋
さ

ん
、
棚
作

成
班

の
前

田
・

川
島

・
田

中
は

、
先
ず

第
一

の
棚

に
つ

い
て
意
識

合
わ
せ

を
す

る
。
設
置

場
所

は
小
屋
奥
右
側
壁

、
サ
イ
ズ

は
幅

1
7
5
c
m・
奥

行
き
6
5
c
m・
棚

は
二
段

で
一
段

目
高

さ
9
0
c
m
･
二
段

目
ま

で
の

高

さ
8
0
c
m
。

 

床
か

ら
一
段

目
ま

で
の

高
さ
9
0
c
m
に

は
理
由

が
あ

る
。
川

島
さ

ん
が
考

え
抜

い
た

も
の

で
、

宿
泊

者
が

大
勢

の
時

、
棚

下
で
寝

て
起

き
上

が
っ

て
も
頭

を

打
た

な
い

高
さ

で
あ

り
、
床
面
積

を
最

大
限

生
か
す

思
案

の
結
果

で
あ

る
。

自
分

も
経
験
上

思
う

に
は

、
一
所
懸
命
考

え
抜

い
た

ら
良

い
智
恵

が
出

て
く

る
も

の
で

あ
る

と
。

 

 
参

加
者

で
記
念
撮
影

後
、
1
3
:
0
0

日
帰

り
の

１
２

名
は

、
持

経
宿

に
向

け

出
発

。
持

経
宿

に
戻

り
、
縁

の
下

の
薪

を
薪
置

場
に

一
部
運
び

、
整
理

し
て

道
具
類

を
置

く
作
業

を
し

て
下

山
し

た
こ

と
が

後
で
判

っ
た

。
 

 
泊

り
組
四

人
は

、
ス

ト
ー

ブ
設
置

を
終

え
た

児
嶋

さ
ん

も
棚
設
置

に
加
わ

り
、
休
憩

の
コ

ー
ヒ

ー
タ
イ
ム

も
取

ら
ず
作
業

に
集

中
し

た
結
果
1
7
:
0
0
に

は
第

一
の
棚

が
完

成
し

て
し

ま
う

、
想

定
外

の
早

さ
で

出
来

た
。

そ
の

要
因

は
、
四

人
と

も
そ

れ
な

り
に

経
験

を
積

ん
で

い
る

こ
と

、
そ

れ
故

に
、
自
分

は
次

に
何

を
要
求

さ
れ

て
い

る
か

が
分

か
り

先
々

と
手

が
動

く
こ

と
で

あ
っ

た
。

そ
れ

に
何

よ
り

も
う

一
つ

、
児

嶋
さ

ん
の
仕
事

が
速

い
。

 

夕
方

か
ら

夕
立

に
な

り
、
外

の
部

材
を
運
び
込
む

。
 

バ
ッ

テ
リ

ー
持

参
の

児
嶋

さ
ん

の
お
陰

で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
下

で
楽

し
い

食
事

・
歓
談

と
な

る
。

宿
泊

６
名

の
予

定
が

急
遽

４
名

に
減

り
、

食
べ

き
れ

な
い
刺
身

・
弁

当
。
酒

に
下
戸

の
人

達
な

の
で
ビ

ー
ル

が
飲
み

き
れ

な
い

。
 

２
０

時
前

に
、

一
人

の
男
性

が
訪

れ
、
明

日
本

宮
に

下
る
為

こ
れ

か
ら

出

来
る

だ
け

先
に

行
く

と
の
事

、
ビ

ー
ル

１
本

を
美
味

し
く
飲
み
小
屋

を
発
つ

。
 

 
 

７７ ７７
月月 月月
２
１

２
１

２
１

２
１
日日 日日
（（ （（
月月 月月
）） ））
    

    
0
5
:
3
0
起
床
→
0
7
:
0
0
第
二

の
棚
作

り
に

着
手

。
棚

の
作

り
と
用

い
る

木
材

の
丈

夫
さ

な
ど

を
議
論

・
意
識

合
わ
せ

を
行

い
、
早
速

児
嶋

・
田

中
さ

ん
を

主
に
作
業

着
手

。
設
置

場
所

は
、
入

り
口

か
ら

見
て
左
側

の
壁

の
中
央
部
分

。

こ
の
棚

は
、
梁

か
ら
吊

る
形
式

の
一
段

物
で

、
棚

の
下

を
人

が
歩

け
る

高
さ

に
す

る
。
サ
イ
ズ

は
、
床

か
ら
棚

ま
で

の
高

さ
1
7
5
c
m
・
幅
2
m
1
5
c
m
・
奥

行

き
4
0
c
m
。
息

の
合

っ
た
作
業

は
ト

ン
ト

ン
拍

子
で
進
み

、
0
9
:
4
5
に

は
完

成
、

僅
か
2
時

間
半
余

り
で

出
来

た
。

こ
の

間
、

川
島

・
前

田
で
既
設

の
棚
幅

が

狭
く

、
幅

広
の
ベ
ニ
ヤ
板

を
重
ね
打
ち

し
改
修
す

る
。

 

 
私

は
こ

れ
で

今
回

の
作
業

は
全

て
終
わ

り
と

思
っ

た
の

だ
が

、
川

島
さ

ん



は
次

に
靴
置

き
棚

を
作

れ
と
お

っ
し
ゃ

る
。
セ
メ

ン
ト

も
持
ち
上

げ
済
み

と
。
 

靴
置

き
棚

は
段

数
が
多

い
の

で
今

日
中

に
終
わ

る
か

な
と
懸
念

し
た

が
、
作

業
着
手

、
休
憩

な
し

で
あ

る
。

し
か

し
思

っ
た
以
上

に
は

か
ど

り
、
1
2
:
0
0

に
は

組
立

て
が
終
わ

っ
た

。
こ

の
頃

に
は
強

い
空
腹
感

、
早

く
昼
飯

を
食

い

た
ぁ

～
い
！

 

 
昼
飯

前
に

大
阪
堺
市

か
ら
来

た
6
5
歳

の
元
サ
ラ
リ

ー
マ

ン
の

人
が

、
Ｈ
Ｐ

を
見

て
来

た
と
我

々
の
作
業

を
じ

っ
と
観
察

、
日

帰
り

で
池

郷
林

道
を
歩

い

て
上

が
っ

て
来

た
と

の
こ

と
。

時
間

に
余

裕
が

あ
る

ら
し

く
、
昼
飯

を
一
緒

に
食
べ

、
午

後
の
作
業

を
少

し
手
伝

っ
て

く
れ

、
我

々
は

池
郷

林
道

を
車

で

下
る

予
定

で
あ

り
、

一
緒

に
下

山
す

る
こ

と
に
す

る
。

 

 
1
3
:
0
0
午

後
の
作
業

を
再
開
す

る
も

、
残

っ
た
作
業

は
靴
置

き
棚

の
柱
元

を
セ
メ

ン
ト

で
固

め
る

こ
と

だ
け

。
こ

れ
も
1
3
:
3
0
に

は
終
了

。
 

後
日

、
ク
リ

ア
ー

の
ポ
リ
カ

ー
ボ

ネ
ー

ト
の
波
板

を
張

り
完

成
す

る
。

1
3
:
3
0
-
1
3
:
5
0
最
終

の
棚
整
理

、
床

の
雑
巾

が
け

を
す

る
。
小
屋

全
体

が
大

変
ス

ッ
キ
リ

し
た

。
前

回
７

月
６

日
と

今
回

で
、

平
治

宿
は

見
違

え
る
程
美

し
く

な
っ

た
。

 

 
 

 

右
奥

の
２

段
棚
 

 
 

左
側

中
央

の
梁

か
ら

の
吊

棚
 

 
玄

関
口

の
靴

置
場

 

そ
し

て
思

っ
た

こ
と

。
カ

ー
ペ

ッ
ト

を
敷

か
な

い
方

が
、

清
潔
感

が
あ

り
美

的
で

あ
る

と
。

行
仙

宿
も

同
様

に
思

う
。

 

 
1
3
:
5
0
美

し
く

な
っ

た
平
治

宿
を

も
う

一
度

見
つ

め
、

成
果

に
対
す

る
達

成
感

を
覚

え
て

、
下

山
を
始

め
た

。
 

持
経

宿
に
戻

る
と

、
ゲ

ー
ト

ま
で
約

１
．

５
㎞
地
点

で
、
路
面

が
掘

れ
込

ん

で
い

る
の

で
通

行
不
可

で
戻

っ
た

、
白

谷
林

道
を

下
る
様

に
と
書

き
置

が
あ

る
。
堺
市

の
同

行
者

を
送

る
予

定
で

あ
っ

た
が

こ
こ

で
分

か
れ

た
。

 

 
材

加
工

と
ロ

ケ
ッ

ト
ス

ト
ー

ブ
(
本

設
置

)
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

7
/
2
0

7
/
2
0

7
/
2
0

7
/
2
0
    

新
宮

7
:
0
0
→

8
:
1
5
下

北
山

村
役

場
8
:
2
0
→

8
:
4
0
白

谷
林

道
ゲ

ー
ト

8
:
5
0

→
9
:
3
0
持

経
宿

1
0
:
0
0
→

1
1
:
0
0
平

治
宿

。
1
3
:
0
0
日

帰
り

組
下

山
。

 

1
3
:
0
0
第

一
の

棚
を

作
製

設
置

1
7
:
0
0
。

 

尚
、
斉

藤
夫

妻
は

、
下

北
山

村
の

旅
館

。
青

木
さ

ん
は

行
仙

宿
、
田

中
さ

ん
は

「
道

の
駅

十
津

川
」

で
前

泊
。

 

7
/2
1
 
 
0
5
:3
0
起

床
→
0
7
:0
0
第

二
の

棚
を

作
製

設
置

0
9
:
4
5
→
1
0
:0
0
靴

置
き

棚

を
作

製
設

置
1
3
:
3
0
→

棚
整

理
と

床
拭

き
掃

除
→

平
治

宿
1
3
:5
0
→
1
4
:4
5

持
経

宿
1
4
:5
5
→
1
5
:3
5
白

谷
林

道
ゲ

ー
ト

1
5
:4
0
。
 

田
中

さ
ん
( 十

津
川

へ
) と

新
宮

組
は

解
散

。
 
( 田

中
；

記
、
川

島
；

写
真

） 


